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～第98巻表紙写真シリーズ「コマ・コレ～鋳物の狛犬コレクション～」～

表紙の写真：愛宕神社（東京都港区）

東京タワーの近くに愛宕山という標高25.7mの東京23区の自然の山の

中では一番高い山があります．その頂上に愛宕神社があります．愛宕

神社に上がる石段は，傾斜約40度，86段という急こう配で，男坂(出

世の石段)と呼ばれています．1634(寛永11)年に，四国丸亀藩の家

臣であった曲垣平九郎が馬で石段を駆け上がり，拝殿前に咲く梅を手

折って徳川家光に献上し，称えられたという逸話から，「出世の石段」

と呼ばれるようになったといいます．なお，男坂の右手には，ややこ

う配の緩やかな女坂があります．

その男坂の登り口に鎮座しているのが，1933(昭和8)年に鋳金家・今

村久兵衛により鋳造された青銅製の一対の狛犬です．高層ビルに囲ま

れた一角にある静かな空間です．


